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一
関
・
両
磐
地
方
の
黒
毛
和
牛

肥
育
牛
の
統
一
銘
柄
と
し
て
３
月

２
、
３
の
両
日
、
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
第
１
回
い
わ
て
南
牛
枝
肉

共
励
会
で
、
千
葉
文
男
さ
ん
（　
12

区
）
が
出
品
し
た
牛
が
最
高
賞
に

当
た
る
名
誉
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。
締
ま
り
や
キ
メ
、
つ
や
な
ど

肉
質
全
般
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
さ
ん
は
「
肉
牛
の
肥
育
は

大
変
な
苦
労
が
伴
う
が
、
今
回
の

受
賞
は
励
み
に
な
る
。
今
後
も
地

道
に
頑
張
り
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
県
消
防
表
彰
式
が
３
月　

日
、
県
民
会

20

13

館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
第
七
分
団
長
の
束
稲
初
夫
さ
ん

（　

区
）
が
消
防
功
労
者
と
し
て
消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年

16勤
続
功
労
章
）
を
受
章
し
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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【束稲さんの消防略歴】
　昭和45年４月25日に町消防団員
を拝命以来、平成元年分団班長、同
14年副分団長、同18年分団長にそれ
ぞれ昇格。現在も分団長として消防
業務に尽力されています。

いわて南牛枝肉共励会に出品した
牛が名誉賞を獲得した千葉さん

　

任
期
満
了
等
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員

に
、
次
の
２
人
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成　

年
４
月

21

１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。
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任
期
満
了
等
に
伴
う
行
政
相
談
委
員

に
、
佐
藤
伸
さ
ん（
長
島
佐
野
）が
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

21

����さん ����さん
（志羅山）（長島佐野）

【新任】【新任】
����さん
（長島西風）

【再任】
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合
経
営
を
実
践
。

直
売
活
動
や
地
場

農
産
物
加
工
の
普

及
な
ど
、
地
域
農

業
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
農
業
農
村
指
導
士
を
平
成
９
年
か
ら　

年
間
務
め
、
３

12

月
末
に
退
任
さ
れ
た
千
葉
淳
子
さ
ん
（
４
区
）
に
こ
の
ほ
ど
、

知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
稲
栽
培
、
和
牛
繁
殖
、
野
菜
生
産
、
農
産
加
工
に
よ
る
複

知事感謝状を贈
られた千葉さん

　

行
政
相
談
委
員
を　
15

年
７
カ
月
間
務
め
、
３

月
末
に
退
任
さ
れ
た
小

野
寺
隆
さ
ん
（　

区
）

11

に
こ
の
ほ
ど
、
総
務
大

臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

町
民
の
相
談
に
耳
を

傾
け
、
行
政
全
般
に
対

す
る
苦
情
や
要
望
を
聞

い
て
問
題
の
解
決
に
努

め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受賞を町長に報告する小野寺さん（中央）
と佐藤武男岩手行政評価事務所長（右）
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　町交通安全母の会連合会（千葉千代子会長）は４
月６日、交通安全啓発活動の一環で、黄色い帽子
など交通安全グッズを町内の３校に贈りました。
　贈ったのは小学生用の黄色い帽子65個、ランド
セルカバー65枚、中学生用の夜光反射材70枚。平
泉小、長島小、平泉中の新１年生に配られました。
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　「平泉町第14区自主防災会」が４月25日、
14区住民によって立ち上げられました。町
内での同組織結成は14組織目です。
　同日、14区公民館で開かれた結成総会に
は、住民と消防関係者ら約60人が出席しま
した。会長に小野寺秀吾さんを選出し、同
準備委員会が作成した規約や組織編成、活
動計画、予算などを原案通り可決しました。
　このうち21年度活動計画では、結成初年
度として特に防災知識の普及啓発に重点を
置きながら、家庭用消火器の使用訓練や避
難訓練などに取り組むこととしました。
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　町交通安全指導隊（丸山訓隊長、隊員
10人）は４月18日、発足40周年の記念式
典と祝賀会を開きました。
　同隊は昭和43年４月に発足。以後、街
頭指導や啓発活動のほか、児童生徒、高
齢者を対象とした交通安全教室を開くな
どして、交通事故防止に貢献しています。
　式典では、丸山隊長のあいさつや町長
の式辞などを通じて40年間の活動を振
り返り、交通事故防止に向けた取り組み
の継続と強化を誓い合いました。
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　町は４月15日、消防団員等公務災害補償等共済
基金の助成金を受けて整備した防寒衣230着を町
消防団に交付しました。
　団幹部16人が参加した引き渡し式では、菅原副
町長が「十分に活用して安全確保に努めてほしい」
と延べ、岩渕照美団長に防寒衣を手渡しました。


